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『伊豆沼・内沼出前講座』の開設 

 当財団では、伊豆沼・内沼をより深く皆さんに知ってい

ただくため，沼の自然環境や財団が取り組んでいる環境保

全活動等をテーマに，皆様の集会などに財団職員が出向い

て実施する講座を始めました。詳しくはホームページ

（http://izunuma.org/）をご覧いただくか、財団までお

問い合わせください。 

テーマ 伊豆沼・内沼の生き物と自然，環境保全活動 

対  象 

小・中・高校及びおおむね20名以上参加する各種団体の研修会・会合 

※ただし営利活動，宗教活動及び政治活動を目的としている場合や苦情，要望，陳情及び交渉を目的とする場

合などは対象となりません。 

開催時間 
会  場 

午前10時～午後4時までの間で，休館日にあたる月曜日及び祝祭日の翌日以外の日に実施します。ただし，業

務の都合（特に3～5月）によりご希望の日程に沿えないことがあります。なお，会場はお申込み団体でご用意くだ

さい。 

費  用 
職員の謝金，資料代はかかりません。ただし，資料に有料頒布のものを使用する場合は実費がかかります。また，

会場費用などはお申込み団体でご負担ください。 

栗駒山を望む春の伊豆沼 

伊豆沼・内沼に春が訪れました！ 

産卵中のフナ（上）と 
ヨシに産み付けられたフナの卵（下） 

 伊豆沼・内沼にも春が訪れ、沼の岸辺では、フナが産卵している風景が見られるようになり、

水面では黄色い花が可愛らしいアサザの葉が顔を出し始めました。 

アサザの葉（初夏には 
黄色い花が咲きます。） 



ケリ Vanellus cinereus 

見られる時期 ：3月下旬～6月中旬 

見られる場所 ：沼周辺の田んぼ 

食べ物    ：昆虫など 

 伊豆沼・内沼周辺でも田植えの季節を迎えようとし

ています。そこで、今回は、田んぼで見ることができ

るケリについてお話します。 

 ケリは、チドリ目チドリ科タゲリ属に属する鳥で、

ハトぐらいの大きさの脚の長い鳥です。名前の由来は、

甲高い声で「ケリリ」、「キリリイ」と鳴くことに由

来しています。3月下旬～6月頃にかけて沼周辺の田

んぼで見ることができます。この季節、休耕田などで

巣を作っています。もし、ケリの巣を見つけたらそっ

としておいてください。 

伊豆沼・内沼いきもの図鑑 

電気ショッカーボートによる駆除活動を開始しました。 

 伊豆沼・内沼では、４月から６月にかけて、週に２回程度電気ショッカーボートによるバスやブルーギルなどの

外来魚駆除活動を行います。これまでの駆除活動によりフナなどの在来魚類の数が回復しつつあります。 
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投影図 

電気ショッカーボートによる駆除風景 

【伊豆沼・内沼で釣りをされる方へ】 

 作業のため、釣りをされている場所の近くを航行することもありますが、安全には十分に配慮して実施しますので、ご理

解、ご協力よろしくお願いします。 

抱卵中のケリ 

電気を流して一時的にしびれさせ、外来魚だけ

を駆除する方法です。 

 伊豆沼・内沼外来魚駆除活動ボランティア（バス・バスターズ）が、今年度も活動を始めます。どなたでも参

加できますので、興味のある方は、宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター（ http://izunuma.org/ ）にご

連絡ください。 

実施日：平成26年5月18日（日） 9時から12時頃まで 

      平成26年5月25日（日） 9時から12時頃まで 

服 装：汚れてもいい服装、沼に入るときの胴長（ウェダー）等はお貸しします。 


